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　令和４年第３回定例会を６月９日から 21 日
までの 13 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和４年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第１号）」などの議案、意
見書等を審議しました。

６月定例会

スマートフォン等スマートフォン等
で読み取ることがで読み取ることが
できます。できます。

いばらき

市議会 だより
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一般質問※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
に
お
け

る
重
点
整
備
地
区
の
3
地
区
で
あ

る
「
J
R
茨
木
・
阪
急
茨
木
市
駅
周
辺

地
区
」、「
総
持
寺
駅
周
辺
地
区
」、「
南
茨

木
駅
周
辺
地
区
」
を
は
じ
め
、
市
内
の
必

要
箇
所
に
順
次
設
置
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
阪
急
南
茨
木
駅
南
の
踏
切
南
側
に
つ

い
て
は
、
茨
木
警
察
や
視
覚
障
害
者
団
体

等
と
協
議
し
、
踏
切
手
前
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
設
置
を
検
討
す
る
。

支
障
な
く
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
校

舎
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
と

し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
。
国
の
整
備
目
標
を
踏
ま
え
、
令

和
7
年
度
末
ま
で
に
集
中
的
に
取
組
み
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、視
覚・

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
対

応
と
し
て
、
具
体
的
な
設
備
の
改
修
や
更

新
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
必
要
と
判
断
し
た
児
童
・
生

徒
が
入
学
す
る
予
定
の
学
校
か
ら
優
先
的

に
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に
国
が
示

す
整
備
目
標
を
満
た
し
て
い
る
が
、
今
後

も
同
様
に
対
応
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

視
覚
・
聴
覚
障
害
が
あ
る
児
童
・
生
徒
へ

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
も
調
整
し

つ
つ
、
個
々
の
状
況
に
合
わ
せ
て
今
後
も

必
要
な
改
修
を
行
っ
て
い
く
。

高
齢
化
に
伴
い
、
親
の
介
護
を
し

な
が
ら
働
く
ミ
ド
ル
ケ
ア
ラ
ー

や
、
育
児
と
介
護
を
同
時
に
行
う
ダ
ブ
ル

ケ
ア
ラ
ー
、
ま
た
、
老
老
介
護
を
行
う
方

が
今
後
増
加
し
て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
家
族
の
介
護
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
方
々
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
一
括
し
て
相
談
で
き
る
窓

口
は
あ
る
の
か
。

高
齢
者
介
護
の
支
援
体
制
は
、
市

内
14
か
所
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
家
族
支
援
を
含
め

た
総
合
相
談
等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
内
5
圏
域
を
め
ざ
し
、
地
域
で
福
祉
と

保
健
の
総
合
相
談
が
で
き
る
地
区
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
進
め
て
い
る
。
庁

内
に
お
い
て
は
福
祉
総
合
相
談
課
が
総
合

相
談
窓
口
と
な
っ
て
お
り
、
複
合
し
た
課

題
を
持
つ
相
談
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
相

談
員
が
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

介
護
を
行
う
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は

問答
小
中
学
校
に
お
い
て
、
児
童
・
生

徒
が
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず

学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

問

答

今
回
、
移
動
支
援
検
討
事
業
の
対

象
と
な
っ
た
上
音
羽
地
区
で
は
、

I
C
カ
ー
ド
で
の
乗
降
な
ど
、
路
線
バ

山
間
部
に
お
け
る
移
動
支
援
に
つ
い
て

問

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

西
本
　
睦
子

   

公
　
明
　
党

  

岡
本
　
壱
郎

　
会
派
に
所
属

　
　  

し
な
い
議
員

  

辰
見
　
直
子

本
市
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
状
況

に
つ
い
て
、
駅
に
向
か
う
歩
道
や

交
通
量
の
多
い
交
差
点
な
ど
に
は
一
定
程

度
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
不
十
分
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
特
に
、
阪
急
南
茨
木
駅
南
の
踏
切

に
お
い
て
は
早
急
に
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
推
進
を

問

  

大
阪
維
新
の
会

  

岩
本
　
　
守

上記二次元コードから
録画配信をご覧いただ
けます。

第３回定例会 一般質問

阪急南茨木駅南側踏切（天王二丁目）阪急南茨木駅南側踏切（天王二丁目）

　一般質問を 6月 9日、10日の 2日間にわたり行いました。
　主な質問内容は次のとおりですが、誌面の都合上、質問の一部しか掲
載できません。詳しい内容は、市議会ホームページ等で公開予定の会議
録をご覧ください。（８月下旬予定）
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一般質問

市
議
会

だ
よ
り

ス
を
体
験
す
る
買
い
物
ツ
ア
ー
を
実
施

し
、
バ
ス
の
利
用
を
促
す
一
方
で
、
路
線

バ
ス
以
外
の
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
実
験
を
提
案
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

は
何
か
。まず

は
既
存
の
公
共
交
通
の
維
持

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
路
線

バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
買
い

物
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、
路
線

バ
ス
で
は
対
応
で
き
な
い
移
動
に
対
し

て
、
効
果
的
な
移
動
手
段
を
検
討
す
る
た

め
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
等
の
運
行
実
験
を
予

定
し
て
い
る
。
機
動
性
や
効
率
性
だ
け
で

な
く
、
経
済
性
、
ま
た
、
路
線
バ
ス
と
の

役
割
分
担
等
を
意
識
し
な
が
ら
地
域
の
方

と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

置
す
る
場
所
の
優
先
順
位
を
勘
案
し
な
が

ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
充
電
し
や
す
い
環

境
整
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。公用

車
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

新
規
導
入
及
び
更
新
時
に
長
期
使

用
を
見
据
え
、
導
入
コ
ス
ト
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
て
お
り
、
今
後
は
E
V
車
も

導
入
候
補
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
充
電

設
備
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
設
置
状
況
や

公
共
施
設
で
の
設
置
場
所
の
管
理
形
態
も

踏
ま
え
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
用

が
多
い
施
設
か
ら
優
先
的
に
検
討
し
て
い

く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
記
録
の
保
存
期
間

の
延
長
に
つ
い
て
は
、
国
で
統
一

的
に
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
D
X
（
※
１
）
の
観

点
か
ら
も
検
討
を
加
え
、
５
年
を
経
過
し

な
い
う
ち
に
適
切
な
判
断
が
な
さ
れ
る
よ

う
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。
国
に
お
い
て

対
応
が
な
さ
れ
な
い
場
合
は
、
市
と
し
て

必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
等

の
接
種
記
録
は
、
予
防
接
種
法
及

び
市
の
文
書
管
理
規
程
に
よ
り
保
存
期
間

が
５
年
間
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
訴
訟
に

お
け
る
時
効
は
20
年
で
あ
り
、
将
来
的
に

問
題
が
起
き
た
際
、
市
と
し
て
責
任
を
持

つ
た
め
、
国
に
保
存
期
間
を
延
長
す
る
よ

う
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

国
が
対
応
し
な
い
場
合
は
、
市
独
自
に
接

種
記
録
の
保
存
期
間
を
延
長
し
て
は
ど
う

か
。 ワ

ク
チ
ン
接
種
記
録
保
存
期
間
の
延
長
を

問

答
公
用
車
の
う
ち
、
特
殊
車
両
を
除

い
た
半
数
超
が
ガ
ソ
リ
ン
車
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
更
新
計
画
が
立
て
や
す

い
リ
ー
ス
車
に
つ
い
て
は
、
更
新
時
に
、

E
V
車
（
※
２
）
へ
切
り
替
え
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
市
内
に
お
け
る
E
V
車

の
普
及
を
め
ざ
す
た
め
、
充
電
設
備
を
設

答

シ
ニ
ア
い
き
い
き
活
動
ポ
イ
ン
ト

事
業
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

な
る
活
動
の
場
を
広
げ
る
取
組
み
で
あ
る

が
、
令
和
２
年
度
に
登
録
期
限
を
３
年
間

に
変
更
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
の

場
が
減
少
し
て
い
る
今
こ
そ
、
活
動
を
し

よ
う
と
す
る
方
へ
の
支
援
が
必
要
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
変
更
に
よ
り
、
登

録
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
る
。
今
後
は
シ
ニ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
登
録
者
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
多
数

の
登
録
者
に
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い

シ
ニ
ア
の
社
会
貢
献
活
動
へ
の
支
援
は

問

E
V
車
普
及
へ
の
取
組
み
を

答

問

答

（※２）EV 車：電気自動車

（※１）DX（デジタルトランスフォーメーション )：デジタル技術を通じて社会・経済・生活等をより良い方向へ導
くこと。

　
公
　
明
　
党

  

松
本
　
泰
典

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

塚
　
　
　
理

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

永
田
　
真
樹

る
。
介
護
予
防
の
推
進
や
生
き
が
い
づ
く

り
に
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
新
た
な
登
録
者
や
受

入
施
設
の
獲
得
に
努
め
て
い
く
。
事
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
及

び
他
市
の
事
例
等
を
考
慮
し
、
引
き
続
き

研
究
し
て
い
く
。

令
和
３
年
の
災
害
対
策
基
本
法
改

正
に
よ
り
、
障
が
い
者
手
帳
や
療

育
手
帳
保
持
者
、
要
介
護
者
の
個
別
避

難
計
画
の
策
定
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と

な
っ
た
。
本
市
で
は
、
要
支
援
者
名
簿
管

理
シ
ス
テ
ム
が
整
い
つ
つ
あ
り
、
安
否
確

認
の
運
用
も
進
め
て
い
る
が
、
個
別
避
難

計
画
策
定
に
向
け
、
庁
内
体
制
の
整
備
や

地
域
医
療
、
介
護
、
福
祉
団
体
等
と
も
連

携
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
今
後
、
計

画
策
定
や
名
簿
運
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
、
庁
内
横

断
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
名
簿
を

お
渡
し
し
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
の
連
携
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
避
難

行
動
要
支
援
者
の
日
常
の
支
援
に
関
わ
っ

て
い
る
介
護
保
険
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
関
係
団
体
と

の
連
携
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

災
害
時
個
別
避
難
計
画
の
策
定
は

問

　
会
派
に
所
属

　
　  

し
な
い
議
員

  

桂
　
　
睦
子

答
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本
市
に
お
い
て
、
現
時
点
で
は
内

部
統
制
制
度
を
構
築
す
る
考
え
は

な
い
が
、
制
度
の
目
的
で
あ
る
業
務
の
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
遂
行
や
信
頼
性
を
確

保
す
る
た
め
、
事
務
処
理
ミ
ス
削
減
に
向

け
た
取
組
み
や
、
内
部
監
査
制
度
等
を
実

施
し
て
い
る
。
都
道
府
県
や
政
令
市
並
み

の
制
度
整
備
に
は
膨
大
な
人
的
資
源
が
必

要
で
あ
り
、
本
市
の
規
模
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
て
い
る
が
、
法
の
趣
旨
や
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
鑑
み
つ
つ
、
Ｄ
Ｘ
の
観
点
か

ら
も
適
切
な
方
法
を
研
究
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
者
及
び
重
篤
者
の
人
数
と
、

ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
は
ど
う
か
。
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

が
再
開
さ
れ
た
が
、同
ワ
ク
チ
ン
は
知
覚
、

歩
行
、
記
憶
障
害
や
不
随
意
運
動
な
ど
、

深
刻
な
副
反
応
が
相
次
ぎ
、
勧
奨
が
控
え

ら
れ
て
き
た
経
過
が
あ
る
。
再
開
の
前
後

で
ワ
ク
チ
ン
は
改
良
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
よ
り
も
検
診
が
有
効
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

国
の
資
料
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
死
亡
者
数

は
１
，
６
９
０
件
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
と

阪
急
茨
木
市
駅
西
口
駅
前
周
辺
整

備
基
本
計
画
に
お
い
て
、
阪
急
茨

木
西
口
駐
車
場
の
敷
地
に
超
高
層
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
す
る
計
画
が
見
直
さ

れ
、
建
設
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
市
の
土
地
を
活
用
し
て
の
駅
前
超
高
層

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
建
設
し
な
い
と
い

の
因
果
関
係
は
「
認
め
ら
れ
な
い
」
が
10

件
、「
判
断
で
き
な
い
」
が
１
，
６
８
０

件
と
な
っ
て
い
る
。
重
篤
者
数
は
７
，

１
４
２
件
で
あ
り
、
因
果
関
係
は
、
国
の

資
料
が
な
い
た
め
把
握
し
て
い
な
い
。
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
再
開

の
前
後
で
ワ
ク
チ
ン
の
変
更
等
は
な
い
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
対
象
者
等
へ
の
個
別

通
知
に
お
い
て
定
期
的
な
検
診
の
受
診
が

重
要
で
あ
る
旨
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。

通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
10
年
前
と
比
較
し
て
子
ど

令
和
２
年
４
月
か
ら
都
道
府
県
及

び
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
地
方

自
治
法
第
150
条
が
全
面
適
用
と
な
り
、
内

部
統
制
制
度
の
整
備
が
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
そ
の
他
の
市
町
村
に
お
い
て
は
努
力

目
標
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
自
治

体
も
公
金
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
鑑

み
る
と
、
全
て
の
自
治
体
で
整
備
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答

本
市
の
内
部
統
制
制
度
導
入
の
考
え
は

問

通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
は

問

　
公
　
明
　
党

  

河
本
　
光
宏

答 ワ
ク
チ
ン
接
種
の
影
響
は

問

  

大
阪
維
新
の
会

  

萩
原
　
　
佳

う
こ
と
で
よ
い
か
。
ま
た
、
周
辺
住
民
等

の
信
頼
回
復
が
求
め
ら
れ
る
が
、
今
後
の

対
応
は
ど
う
か
。

市
の
土
地
で
あ
る
阪
急
茨
木
西
口

駐
車
場
用
地
を
活
用
し
て
、
再
開

発
事
業
に
よ
る
施
設
建
築
物
が
建
築
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。
西
口
駐
車
場
用
地
を
除

外
し
た
区
域
で
改
め
て
再
整
備
を
検
討

し
、
道
路
等
の
公
共
施
設
や
施
設
建
築
物

の
配
置
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
計
画
案
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

改
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
り
、
広
く
意

見
を
求
め
て
い
く
。

答

阪
急
茨
木
市
駅
西
口
周
辺
整
備
の
見
直
し
は

問

　
会
派
に
所
属

　
　  

し
な
い
議
員

  

山
下
　
慶
喜

　
日
本
共
産
党

  

朝
田
　
　
充

も
の
安
全
見
守
り
隊
は
、大
幅
に
減
少
し
、

通
学
路
交
通
専
従
員
は
1
人
増
加
し
て
い

る
。
こ
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
10
年

前
、
他
市
の
通
学
路
安
全
対
策
推
進
行
動

計
画
を
参
考
に
、
本
市
も
通
学
路
安
全
対

策
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
。

見
守
り
隊
は
、
高
齢
化
等
に
よ
り

減
少
し
て
い
る
が
、
広
報
誌
等
で

活
動
を
周
知
し
、
幅
広
い
年
齢
層
に
参
画

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
交
通
専
従
員
に
つ
い
て
も
、

交
通
状
況
等
を
注
視
し
、
必
要
な
箇
所
に

配
置
し
て
い
く
。
通
学
路
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
学
童
通
学
安
全
対
策
協
議
会
に

お
け
る
取
組
強
化
を
図
っ
て
き
て
お
り
、

広
く
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
の
見

え
る
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

答

6 月 5月 ４月 市
議
会
の
う
ご
き

21 日 17 日 16 日14 日10 日 9 日 3 日 20 日 11 日22 日12 日 7 日

建
設
常
任
委
員
会

本
会
議
（
最
終
日
）

議
会
運
営
委
員
会

幹
事
長
会

議
会
広
報
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

本
会
議
（
２
日
目
）

本
会
議
（
初
日
）

議
会
運
営
委
員
会

幹
事
長
会

市
民
会
館
跡
地
等
整
備
対
策

特
別
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
広
報
委
員
会
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（ ○：賛成、×：反対）

可決された意見書

◎船舶免許の厳格化と海上交通の安全確保を
　求める意見書
◎児童用送迎バス等の安全基準制定を求める
　意見書
◎環境教育の推進及びカーボンニュートラル
　達成に向けた学校施設のＺＥＢ化のさらなる
　推進を求める意見書

　６月定例会で可決された意見書を関係機関
に送付しました。

大 阪 維 新 の 会 公 明 党 自 由 民 主 党・ 絆 日 本 共 産 党 い ば ら き
未 来 の 会

会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

岩
本　
　
守

萩
原　
　
佳

島
田　
彰
子

長
谷
川　
浩

円
藤
こ
ず
え

岡
本　
壱
郎

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

塚　
　
　
理

永
田　
真
樹

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

西
本
　
睦
子

稲
葉
　
通
宣

安
孫
子
浩
子

山
本　
由
子

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

桂　
　
睦
子

人　
事　
案　
件

人権擁護委員推薦につき意見を求
めることについて【渡邉 福子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求
めることについて【田畑 敬 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求
めることについて【入交 享子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求
めることについて【道滿 正義 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

（適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求
めることについて【髙田 潤子 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 答申

（適任）
専
決
処
分

専決処分につき承認を求めること
について（茨木市市税条例の一部
を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

補
正
予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ　
の　
他

和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産（消防ポンプ自動車）取得に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産（水槽付消防ポンプ自動車）
取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

動産（救急自動車）取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議
員
提
出

茨木市新型コロナウイルス感染症
予防対策等支援金支給に関する条
例の制定について

× × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × × × × × 否決

６月定例会議決結果

会派・議員名

件　　　 　名

◆議長（大阪維新の会：大野幾子議員）は採決に加わりません。
◆６月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、６月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

令和４年度大阪府
茨木市一般会計
補正予算（第１号）

［組み替え動議］

［原案］{

（ ○：賛成、×：反対）

全国市議会議長会表彰
　令和４年５月 25日に開催された「全国市議会議
長会第 98回定期総会」において、市議会議員とし
て長きにわたり、地方自治の発展と振興に貢献した
功績により、３人の議員が表彰を受けました。

長谷川　浩 議員
議員 10 年

塚　　理 議員
議員 15 年

朝田　充 議員
議員 25 年


